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和
木
町
長
　
古
木
　
哲
夫

措
置
法
に
基
づ
き
イ
ラ
ク
に
て
復
興
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
自
衛
隊
の

派
遣
期
間
を
1
年
間
延
長
す
る
こ
と
が

12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
依

然
と
し
て
イ
ラ
ク
の
情
勢
は
混
迷
し
て

お
り
、
一
日
も
早
い
復
興
が
実
現
す
る

こ
と
を
切
望
す
る
次
第
で
す
。
ま
た
、

ロ
シ
ア
・
北
オ
セ
チ
ヤ
共
和
国
で
は
、

武
装
集
団
が
始
業
式
直
後
の
中
等
学
校

を
襲
撃
し
、
児
童
や
父
母
ら
1
0
0
0

人
以
上
を
人
質
に
取
っ
て
占
拠
、
人
質

3
0
0
人
以
上
が
死
亡
す
る
残
虐
な
事

件
も
発
生
し
て
お
り
、
日
本
で
も
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
祈

る
限
り
で
す
。

一
方
、
国
内
で
は
、
異
常
気
象
が
多

発
し
た
年
で
、
真
夏
日
の
連
続
記
録
が

更
新
さ
れ
、
史
上
最
多
の
10
個
も
の
台

風
が
上
陸
し
日
本
各
地
に
風
水
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
当
町
で
も
こ
の
台
風

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
平
成
17
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。旧

年
中
は
、
町
政
の
推
進
に
対
し
ま

し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

世
界
的
に
は
、
イ
ラ
ク
復
興
支
援
特
別
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迎
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迎
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と
心
か
ら
お
慶
び
申
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上
げ
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す
。

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
大
き
な
希
望
に
満
ち
た

輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。



2

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
次
に
、
町
民
の
皆
様
の

長
年
の
夢
で
も
あ
り
ま
す
、
和
木
駅
設

置
に
関
し
ま
し
て
も
、
駅
舎
建
設
に
伴

う
基
本
設
計
を
終
え
、
今
年
は
実
施
設

計
に
着
手
し
、
早
期
実
現
に
向
け
た
取

組
み
を
行
う
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
幼

稚
園
児
数
の
減
少
や
保
育
所
入
所
希
望

者
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
幼
保
一

元
化
に
つ
き
ま
し
て
も
、
幼
稚
園
の
空

き
教
室
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
化
す
る
保

育
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
い
つ
で
も
安
心
し

て
子
ど
も
を
受
け
入
れ
る
体
制
の
整
備

が
図
れ
る
よ
う
調
整
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
小
泉
首
相
の
推
進
す
る
三
位

一
体
改
革
に
伴
う
国
庫
補
助
金
の
廃
止

や
地
方
交
付
税
の
削
減
問
題
は
、
町
の

財
政
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考

え
ら
れ
、
未
だ
に
詳
細
に
つ
い
て
は
不

透
明
な
状
態
で
あ
り
、
真
の
意
味
で
の

地
方
自
治
の
実
現
に
向
け
た
改
革
と
な

る
こ
と
を
切
望
す
る
次
第
で
す
。

全
国
的
に
市
町
村
合
併
が
進
む
中
、

「
ふ
る
さ
と
和
木
町
」
を
継
続
す
る
た
め

に
は
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
な
が
ら
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

本
年
も
、
幸
せ
と
豊
か
さ
を
感
じ
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
私
の
信

条
と
い
た
し
ま
す
「
本
町
の
特
色
を
生

か
し
た
主
体
性
の
確
立
」「
福
祉
と
教
育

文
化
の
向
上
」「
経
済
の
活
性
化
と
基
盤

整
備
」「
保
健
衛
生
と
環
境
整
備
」「
住

民
参
加
と
役
割
分
担
」
の
5
項
目
を
基

本
と
し
、
町
民
の
皆
様
方
と
共
に
町
政

に
取
り
組
み
、
酉
年
に
ふ
さ
わ
し
く
未

来
に
羽
ば
た
く
和
木
町
を
目
指
し
、
町

政
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
ご
繁
栄

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

に
よ
る
倒
木
、
家
屋
の
損
壊
な
ど
の
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
10
月
に

は
新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
し
、
未
だ

に
多
く
の
方
々
が
仮
設
住
宅
等
で
の
避

難
生
活
を
送
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
、
1
日
も
早
く
元
通
り
の
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

他
方
、
暗
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
過
去
最
多

の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
日
本
人
選
手
の

活
躍
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

84
年
間
破
ら
れ
な
か
っ
た
メ
ジ
ャ
ー
最

多
安
打
記
録
を
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
塗
り

替
え
る
と
い
う
快
挙
を
達
成
し
た
こ
と

も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

和
木
町
に
お
い
て
は
、
恵
庭
市
と
姉

妹
都
市
締
結
25
周
年
の
年
で
あ
り
、
恵

庭
市
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
々
が
来
町
さ

れ
友
好
関
係
が
な
お
一
層
深
ま
る
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
道
岩
国
大

竹
線
の
通
称
「
関
々
ト
ン
ネ
ル
」
も
貫
通

し
、
本
年
の
6
月
頃
に
は
全
面
開
通
す

る
予
定
で
、
国
道
2
号
線
の
迂
回
路
と
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和
木
町
教
育
長
　
河
村
　
忠
昭

け
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
や
地

域
の
教
育
力
の
低
下
、
自
然
体
験
や
社
会

体
験
、
生
活
体
験
の
不
足
、
人
間
関
係
の

希
薄
化
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
、
学

校
教
育
に
お
い
て
は
、
家
庭
や
地
域
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
生
命
を
大
切
に
す
る

心
や
感
謝
や
思
い
や
り
の
心
、
誠
実
さ
、

社
会
生
活
に
必
要
な
規
範
意
識
な
ど
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
豊
か
な
心
の
育
成

に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

児
童
生
徒
の
問
題
行
動
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
全
国
的
に
暴
力
件
数
や
、
不
登
校

児
童
生
徒
数
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

い
じ
め
の
件
数
は
再
び
増
え
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
問
題

は
存
在
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
大
き
な

課
題
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
こ
う
し
た
児
童
生
徒
の
問
題
行
動

へ
の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に

今
年
は
、
昨
年
か
ら
中
学
校
に
配
置
し
て

い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
活
用

し
、
教
育
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と

と
も
に
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
始
め
た
学

校
・
教
育
委
員
会
と
関
係
機
関
等
か
ら
構

成
し
た
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
活
用
し
、
地

域
に
お
け
る
支
援
体
制
も
整
備
し
な
が

ら
、
問
題
に
対
処
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
不
登
校
を
対
象
に
し
た
適
応

教
室
「
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム
」
の
一
層
の
活

用
を
図
る
所
存
で
す
。

次
に
、
幼
児
教
育
に
つ
い
て
で
す
が
、

幼
児
期
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形
成
の

基
礎
を
培
う
大
切
な
時
期
で
あ
り
、
幼
児

教
育
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
す
。
昨
今
、

社
会
の
変
化
に
伴
い
幼
児
教
育
に
対
す
る

親
の
要
求
も
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
現

状
で
は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
た
め
、
幼

児
教
育
方
針
を
変
更
す
る
方
向
で
案
を
ま

と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
検
討

委
員
会
で
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
の
で
、

さ
ら
に
議
論
を
重
ね
、
よ
り
よ
い
も
の
が

築
か
れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
読
書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。
近
年
、
子
ど
も
の
「
活

字
離
れ
」
や
国
語
力
の
低
下
等
が
指
摘
さ

皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
新
春
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
新
学
習
指
導
要
領
は
、
基
礎
基
本

を
徹
底
し
、
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
な

ど
の
「
確
か
な
学
力
の
向
上
」、
豊
か
な

人
間
性
、
健
康
や
体
力
な
ど
か
ら
な
る

「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
基
本

的
な
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

和
木
町
に
お
き
ま
し
て
は
こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
確
か
な
学
力
の
向
上
に
つ
い
て

は
「
わ
か
る
授
業
」
の
実
現
に
努
め
、
個

に
応
じ
た
指
導
の
充
実
や
、
学
習
意
欲
の

向
上
な
ど
、
き
め
細
か
な
指
導
・
充
実
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
な
ど

は
、
時
代
を
超
え
て
変
わ
ら
な
い
価
値
あ

る
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
身
に
つ

れ
て
い
ま
す
。
読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が

言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を

高
め
、
創
造
力
を
豊
か
な
も
の
に
し
、
人

生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て

い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

す
。
今
年
度
よ
り
、
幼
・
保
・
小
・
中
学

校
の
朝
読
書
の
実
施
、
及
び
一
貫
性
の
あ

る
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。
ま
た
、
小
さ

な
子
ど
も
た
ち
が
読
書
に
親
し
む
た
め
の

施
策
充
実
を
図
書
館
に
よ
っ
て
進
め
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た

め
に
は
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
が
そ
れ
ぞ

れ
の
教
育
力
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
の
教
育
力
を
結
集
し
て
い
け
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
皆
様
方
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年

に
な
り
ま
す
こ
と
を
願
い
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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関々トンネル関ヶ浜口

ローズベルで愛を誓う窪内夫妻（恵庭市）

古木町長特区認定式に出席

台風で多くの施設や樹林に被害

●関々トンネル貫通。平成17年6月頃には全線開通予定

2月13日、県道岩国大竹線、トンネル部分889mの貫通を祝う記念

式典が開催されました。

●和木町第4次総合計画策定委員会発足

2月18日「第4次総合計画策定委員会」第1回目が開催されました。

●生活改善実行グループ設立20周年

2月23日、和木町生活改善実行グループ連絡協議会（西崎節子会

長）が20周年を迎える記念式典を開催しました。

●文化会館でベストオブクラッシック公開録音

3月4日、町制施行30周年記念事業の一環として、「ベストオブク

ラッシック」公開録音が行われました。

●河村忠昭氏が教育長に就任

4月より、芦山前教育長に代わり、河村忠昭氏が教育長に就任され

ました。

●ローズフェスタで過去最多の5組が挙式

5月23日、姉妹都市恵庭市からのカップルを含む5組が挙式しました。

●商工会青年部がバラ園にウェディングベル寄贈

5月23日、商工会青年部が、蜂ヶ峯総合公園のシンボルとなるよ

うにと「ローズベル」を寄贈しました。

●議会放送設備完成

平成16年定例会より議場に固定カメラを設置。正面および後方か

らの撮影ができるようになりました。

●保育所給食の特区認定を受ける

6月21日、和木町が内閣府から給食特区に認定され、保育所の給

食を外部から搬入可能となりました。

●第16回現代美術日本絵画展で島崎こずえさんが大賞に

7月10日島崎こずえさん（和木2丁目）が「祈りⅡ」で大賞（宇部

市長賞）に輝きました。

●特産品第2弾！想いっ竹コンテスト開催

9月9日、美術館で「想いっ竹コンテスト」が開催され、アイディ

ア部門、想いっ竹部門に分かれて審査されました。

●台風接近最多

7月から9月にかけて史上最多の台風が接近した年となり、町内に

もたくさんの被害をもたらしました。

●給食ボランティア「つくし会」25周年

11月15日、総合コミュニティセンターで給食ボランティア「つく

し会」が結成25周年を迎える記念式典を開催しました。

●岩脇賢治さん快挙！

11月15日から18日の3日間、埼玉県で開催された「第4回全国障害

者スポーツ大会」で2年連続の大会新記録で、岩脇賢治さん（関

ヶ浜1丁目）が優勝されました。

2004年和木町の重大ニュース2004年和木町の重大ニュース

崎�培

崎�辞

崎�辞
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報
告
第
14
号

議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

報
告
第
15
号

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
16
号

陳
情
・
要
望
に
い
て

議
案
第
42
号
【
可
決
】

平
成
16
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
43
号
【
可
決
】

平
成
16
年
度
和
木
町
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
44
号
【
可
決
】

平
成
16
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
45
号
【
可
決
】

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
46
号
【
可
決
】

下
関
市
・
豊
浦
郡
四
町
、
柳
井
市
・
大
畠

町
、
萩
市
・
阿
武
郡
六
町
村
、
長
門
市
・

大
津
郡
三
町
及
び
小
野
田
市
・
山
陽
町
の

廃
置
分
合
に
伴
う
山
口
県
市
町
村
退
職
手

当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
47
号
【
可
決
】

山
口
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の
財

産
処
分
に
つ
い
て

議
案
第
48
号
【
可
決
】

下
関
市
・
豊
浦
郡
四
町
、
萩
市
・
阿
武
郡

六
町
村
及
び
小
野
田
市
・
山
陽
町
の
廃
置

分
合
に
伴
う
山
口
県
市
町
村
消
防
団
員
補

償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
に
つ
い
て

議
案
第
49
号
【
可
決
】

柳
井
市
・
大
畠
町
及
び
長
門
市
・
大
津
郡
三

町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
山
口
県
市
町
村
消
防

団
員
補
償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
会
第
50
号
【
可
決
】

山
口
県
市
町
村
消
防
団
員
補
償
等
組
合
の

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

議
案
第
51
号
【
可
決
】

下
関
市
・
豊
浦
郡
四
町
、
柳
井
市
・
大
畠

町
、
萩
市
・
阿
武
郡
六
町
村
及
び
小
野
田

市
・
山
陽
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
山
口
県

市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
52
号
【
可
決
】

長
門
市
・
大
津
郡
三
町
の
廃
置
分
合
に
伴

う
山
口
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害

補
償
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
53
号
【
可
決
】

山
口
県
自
治
会
館
管
理
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

議
案
第
54
号
【
可
決
】

山
口
県
市
町
村
公
平
委
員
会
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

議
案
第
55
号
【
可
決
】

柳
井
市
・
大
畠
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
山
口
県

東
部
地
方
税
整
理
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
56
号
【
可
決
】

柳
井
市
・
大
畠
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
玖
珂
地
方

老
人
福
祉
施
設
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案
第
4
号
【
可
決
】

単
独
町
制
維
持
調
査
研
究
特
別
委
員
会
設

置
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

意
見
書
案
第
9
号
【
採
択
】

地
方
交
付
税
制
度
の
堅
持
と
総
額
確
保
に

関
す
る
意
見
書
（
案
）
に
つ
い
て

意
見
書
案
第
10
号
【
採
択
】

北
朝
鮮
に
よ
る
虚
偽
の
証
拠
資
料
提
出
に

抗
議
し
日
本
人
拉
致
事
件
の
早
期
全
面
解

決
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
に
つ
い
て

ま
ち
の
話
題

平
成
16
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議

平
成
16
年
第
4
回
和
木
町
議
会
定
例
会

平
成
16
年
第
4
回
和
木
町
議
会
定
例
会
が
12
月
10
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の
11
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
、
報
告
3
件
、
議
案
13
件
、
議
員
提
出
議
案
1
件
、
意
見
書
案
2
件

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。



11
月
30
日
、
和
木
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

が
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
健
康
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。「
心
身
と
も
に
健
や
か

に
暮
ら
そ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
午
前
中

は
食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
の
指
導
の
も

と
お
正
月
料
理
の
調
理
実
習
を
し
ま
し

た
。
手
順
は
割
り
と
簡
単
な
の
に
彩
り
豊

か
な
美
味
し
い
料
理
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
矢
野
健
康
保
険
体
操
研

究
会
指
導
部
ス
タ
ッ
フ
の
安
村
美
鈴
先
生

を
迎
え
て
楽
し
い
会
話
を
交
え
な
が
ら
軽

い
体
操
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
日
常
の

生
活
の
中
で
い
つ
で
も
で
き
る
よ
う
な
筋

力
ア
ッ
プ
や
転
倒
予
防
の
体
操
な
ど
タ
オ

ま
ち
の
話
題

心
身
と
も
に
健
や
か
に
暮
ら
そ
う

ル
を
使
っ
て
行
い
ま
し
た
。
程
よ
く
身
体

の
節
々
が
ほ
ぐ
れ
て
わ
き
あ
い
あ
い
の
う

ち
に
楽
し
く
研
修
会
を
終
わ
り
ま
し
た
。

三
谷
久
笑
さ
ん
（
和
木
2
丁
目
）
が

「
第
41
回
二
科
会
写
真
部
山
口
支
部
公
募

写
真
展
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
名
は

「
フ
ァ
セ
リ
ア
・
ブ
ル
ー
ベ
ル
」
で
す
。

ま
た
、
次
の
方
々
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

藤
本
　
眞
由
美
さ
ん
（
和
木
3
丁
目
）

依
田
　
一
司
さ
ん
　
（
瀬
田
2
丁
目
）

佐
伯
　
茂
樹
さ
ん
　
（
和
木
2
丁
目
）

岡
　
　
邦
江
さ
ん
　
（
和
木
3
丁
目
）

入
賞
、
入
選
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

6

「ファセリア・ブルーベル」
三谷　久笑さん

タオルを使った軽運動に
汗を流す参加者

12
月
4
日
、
関
ケ
浜
で
和
木
町
林
業
研

究
会
（
明
本
收
二
会
長
）
に
よ
る
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は
森
林

の
重
要
性
や
整
備
の
必
要
性
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
町
民
の
皆
さ
ん
を
公
募
し
て

行
っ
た
も
の
で
す
。
当
日
は
雨
に
も
か
か

わ
ら
ず
16
名
も
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
林
業
研
究
会
会
員
6
名
よ
り
山
口

県
に
お
け
る
竹
林
現
状
と
有
効
活
用
の
手
段
の

話
を
聞
い
た
後
、
実
際
に
伐
採
を
行
い
ま
し
た
。

食
事
会
で
は
竹
材
を
利
用
し
て
食
器
を

作
り
竹
飯
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
自
分

た
ち
で
作
っ
た
食
器
で
食
べ
る
食
事
の
味

は
格
別
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
ち
の
話
題

二
科
会
写
真
部
公
募
展
に

入
賞
・
入
選

ま
ち
の
話
題

林
業
研
究
会
交
流
研
修

竹製食器を利用した炊飯

員
、
民
生
・
児
童
委
員
、
中
学
生
、
保
育

所
児
な
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
。
75
歳
以
上
の
独
居
老
人
と
二
人
暮
ら

し
の
75
歳
以
上
の
高
齢
者
夫
婦
を
招
待
し

約
40
人
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
日

用
意
さ
れ
た
も
ち
米
70
キ
ロ
は
、
明
本
收

二
さ
ん
（
瀬
田
1
丁
目
）
が
無
農
薬
で
栽

培
し
た
「
マ
ン
ゲ
ツ
モ
チ
」
と
呼
ば
れ
る

品
種
を
使
い
ま
し
た
。

こ
の
も
ち
つ
き
大
会
は
、
ア
ル
ミ
缶
を

回
収
、
売
却
し
て
い
る
「
ア
ル
ミ
缶
ペ
コ
」

グ
ル
ー
プ
（
灘
本
秀
信
会
長
）
が
収
益
金

の
一
部
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
12

月
15
日
に
は
、
わ
き
あ
い
あ
い
苑
で
同
協

議
会
に
よ
る
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
、

入
居
者
に
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

12
月
11
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
で
、
毎
年
恒
例
の
「
歳
末
福

祉
も
ち
つ
き
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
会

保育所児も参加

ま
ち
の
話
題

歳
末
福
祉
も
ち
つ
き
大
会

崎�辞
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町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
の
推
進
と

リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
対
し
て

次
の
よ
う
な
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
▼
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

●
補
助
金
の
額
及
び
補
助
内
容

購
入
経
費
の
1
／
2
（
た
だ
し
、
1
世

帯
当
た
り
1
機
ま
で
と
し
、
交
付
後
5
年

を
経
過
し
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

な
お
、
限
度
額
を
2
5
、0
0
0
円
と

し
、
1
0
0
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て

る
も
の
と
し
ま
す
。

※
E
M
処
理
バ
ケ
ツ
の
斡
旋
制
度
も
あ
り

ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
0
4
）

利
用
者
▼
増
井
潔
士
さ
ん
（
和
木
2
丁
目
）

我
が
家
は
3
人
の
家
族
。
1
日
に
出
る

生
ご
み
の
量
は
、
流
し
台
の
三
角
コ
ー
ナ

ー
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
く
ら
い
で
す
。

「
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
（
乾
燥
式
）」

を
利
用
す
る
前
は
、
週
2
回
の
可
燃
ご
み

の
日
に
出
す
量
が
、
ご
み
袋
（
大
）
3
袋

排
出
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

「
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
（
乾
燥
式
）」
導

入
後
は
、
ご
み
袋
（
大
・
小
）
1
枚
の
減

量
と
な
り
ま
し
た
。（
約
1
／
2
の
減
量
）

利
点
は
、
す
ぐ
に
生
ご
み
を
処
理
で
き

る
の
で
、
臭
い
も
な
く
な
り
衛
生
的
に
。

そ
の
後
は
、
花
な
ど
の
肥
料
と
し
て
使
え

ま
す
。

（
注
意
す
る
こ
と
）

☆
処
理
機
に
入
れ
て
は
い
け
な
い
も
の

は
、
輪
ゴ
ム
・
硬
い
骨
な
ど
。

☆
麺
類
を
単
体
で
入
れ
る
と
だ
ん
ご
状
に

な
る
の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。

☆
水
分
は
で
き
る
だ
け
切
っ
て
お
く
。
電

気
代
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

（
花
の
肥
料
に
！
〜
乾
燥
処
理
し
た
後
の

利
用
の
仕
方
〜
）

1

市
販
の
腐
葉
土
と
処
理
し
た
生
ご
み
　

を
1
対
1
で
混
合
し
水
を
1
割
〜
2

割
程
度
で
よ
く
混
ぜ
る

2

袋
に
空
気
が
入
る
よ
う
袋
に
空
気
穴

を
開
け
る

3

2
の
袋
を
暗
所
で
保
管
。
夏
季
は
1

ヶ
月
、
冬
季
は
2
〜
3
ヶ
月
で
完
成
。

私
は
、
め
ん
ど
う
な
の
で
、
乾
燥
処
理

し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
ま
す
。

（
プ
ラ
ン
タ
ー
で
利
用
す
る
場
合
）

●

直
接
肥
料
の
根
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に

植
え
付
け

●

両
手
一
杯
分
の
発
酵
し
た
生
ゴ
ミ
と
土

を
混
ぜ
る
（
プ
ラ
ン
タ
ー
の
底
に
）

※
肥
料
が
効
き
始
め
る
ま
で
1
ヶ
月
く
ら

い
か
か
り
ま
す
。
野
菜
は
柔
ら
か
く
、

花
の
色
は
鮮
や
か
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
追
加
の
肥
料
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
忘

れ
な
く
。

12
月
9
日
、
母
子
保
健
推
進
協
議
会

（
松
並
好
子
会
長
）
主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
が
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
親
子
13
組
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
母
子
保
健
推
進
員
と

の
共
同
作
業
を
通
し
て
親
睦
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
一
緒
に
カ
レ
ー
を

作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
帰
る
と
き
に
は
、

サ
ン
タ
に
変
装
し
た
会
員
か
ら
、
手
作
り

ク
ッ
キ
ー
と
、
保
育
所
児
の
手
作
り
の
写

真
た
て
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
大
満
足
の
交

流
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
1
月
11
日
　
か
ら
21
日
　
ま
で

こ
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
の
写
真
を
保
健
相

談
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
ま
す
。
焼
増
し
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
展
示
期
間
中
、
保
健

相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
話
題

生
ご
み
処
理
機
を
利
用
し
た
ご
み
減
量
と
花
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

元肥に直接花の根が�
当たらないように植え付け�

1／3�
両手一杯分の発酵した生ゴミと�
土を混ぜる（元肥になる）�

＊ 元肥が効き始めるまで1ヶ月ぐらいかかります。�
   野菜は柔らかく、花の色は鮮やかになります。�
  ただし、追加の肥料（油かすまたは化学肥料）�
   はくれぐれもお忘れなく。�

ま
ち
の
話
題

子
育
て
の
輪
づ
く
り
運
動

「
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」

（ ）火

（ ）金

ツリーの前で記念写真

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
利
用
例

（プランターで利用する場合）



昨
年
度
は
、
ラ
ジ
オ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
講

師
に
招
き
、
実
技
を
交
え
て
言
葉
の
使
い

方
に
つ
い
て
考
え
た
こ
の
事
業
で
す
が
、
今

年
度
は
次
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
　
日
▼
2
月
19
日

・
20
日

会
　
場
▼
文
化
会
館

主
　
催
▼
文
化
庁
・
山
口
県
教
育
委
員
会
・

和
木
町
教
育
委
員
会

講
　
師
▼
劇
団
「
文
学
座
」

演
出
家
　
森
　
さ
ゆ
里
　
他
若
手
俳
優
数
名

内
　
容
▼
ゲ
ー
ム
や
寸
劇
を
と
お
し
て
、

言
葉
の
発
し
方
や
、
効
果
的
な
伝
え
方
に

つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

は
っ
き
り
と
し
た
発
語
の
仕
方
や
、
必

要
な
、
ま
た
は
効
果
的
な
声
の
大
き
さ
を

出
す
た
め
の
発
声
の
練
習
を
通
じ
て
、
日

常
生
活
の
中
で
相
手
に
気
持
ち
や
様
子
を

伝
え
る
た
め
に
役
立
つ
方
法
が
き
っ
と
身

に
つ
く
は
ず
で
す
。

保
護
者
の
方
や
、
一
般
の
方
の
観
覧
も
可

能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
親
子
で
「
日
本
語
」
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
▼
先
着
45
名

※
3
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
活
動
し
ま
す
。

対
　
象
▼
原
則
と
し
て
小
学
生
以
上
の
方

※
大
人
の
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※
未
就
学
児
で
も
、
参
加
の
ご
希
望
が
あ

れ
ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
観
覧
の
み
の
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
み
▼
学
校
や
各
社
会
教
育
施
設
を
通

じ
て
配
布
す
る
要
項
に
つ
い
て
い
る
申
し

込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
教

育
委
員
会
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会（

53
ー

3
1
2
3
）

役
者
さ
ん
と
遊
ぼ
う
　

（ ）日

（ ）土
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続
い
て
の
講
演
で
は
、
ご
自
身
の
こ
れ

ま
で
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
、
人
付
き
合

い
の
上
で
大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
の
お
話

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、「
人
に
も
の
ご
と
を
伝

え
る
に
も
、
幾
通
り
も
の
言
い
方
が
あ
る
。

た
く
さ
ん
の
引
出
し
を
持
っ
て
い
て
、
相

手
に
と
っ
て
、
受
け
と
め
や
す
い
言
い
方

を
選
ん
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
を
オ

ト
ナ
と
い
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

と
い
う
お
話
も
あ
り
、
聴
講
者
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
扇
子
を
箸
に
見
立
て
て
う
ど

ん
を
食
べ
る
落
語
の
手
法
の
手
ほ
ど
き
が

あ
り
、
会
場
の
み
な
さ
ん
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
な
ど
、
和
や
か
な
笑
い
の
中
で
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

12
月
1
日
、
文
化
会
館
で
、「
落
語
的

人
づ
き
合
い
ア
レ
コ
レ
」
と
題
し
て
、
人

権
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
落
語
家
　
林
家
花
丸
さ
ん
。

登
場
す
る
と
、
ま
ず
、
落
語
を
一
席
披
露
。

独
特
の
語
り
口
に
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

林家　花丸さん

引
出
し
の
多
い
人
間
に
〜
人
権
講
演
会
開
催
〜

対
象
者
▼
昭
和
59
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

60
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

日
　
時
▼
年
1
月
9
日

11
時
よ
り

（
10
時
30
分
受
付
開
始
）

会
　
場
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会（

53
ー

3
1
2
3
）

平
成
17
年

成
人
式
に
つ
い
て

（ ）日

社会きょういくコーナー�
社会教育広報通算323号�

“
じ
ぶ

ん”
輝く、生涯学

習

生涯学習のマスコットです。�
かわいがってネ�

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！

〜
言
葉
に
つ
い
て
考
え
る

体
験
事
業
参
加
者
募
集
〜



験
を
ふ
ま
え
て
、
青
少
年
と
関
わ
る
上
で

大
切
な
心
構
え
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
家
庭

で
の
保
護
者
の
関
わ
り
方
、
地
域
で
の
大

人
の
関
わ
り
方
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

の

“
じ
ぶ

ん”
輝く、生涯学

習

生涯学習のマスコットです。�
かわいがってネ�

の笑顔で
地域イキイキ！

12
月
9
日
、
文
化
会
館
で
、
町
の
設
置

条
例
に
基
づ
き
、
青
少
年
の
指
導
、
育
成
、

保
護
及
び
矯
正
に
つ
い
て
、
総
合
的
施
策

の
樹
立
に
つ
き
必
要
事
項
を
調
査
審
議
す

る
と
と
も
に
、
適
切
な
実
施
を
期
す
る
た

め
、
関
係
機
関
相
互
の
連
絡
調
整
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
青
少
年
問
題
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会

協
議
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
研
修
会

で
は
、
岩
国
市
教
育
委
員
会
青
少
年
課
長
、

岩
国
市
立
麻
里
布
中
学
校
長
を
歴
任
さ

れ
、
現
在
、
岩
国
市
教
育
委
員
と
し
て
ご

活
躍
中
の
水
津
浩
一
氏
か
ら
「
家
庭
教
育

を
見
直
す
」
と
題
し
て
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。講

話
の
中
で
水
津
氏
は
、
ご
自
身
の
経

〜
平
成
16
年
度
　
和
木
町
青
少
年
問
題
協
議
会
な
ら
び
に
研
修
会
開
催
さ
れ
る
〜

水津　浩一先生

9

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

●
話
を
じ
っ
く
り
聞
く
こ
と
が
大
切
。

大
人
は
指
導
し
た
が
り
で
、
聞
く

の
が
下
手
な
こ
と
が
多
い
。

●
子
ど
も
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
。

大
人
の
考
え
方
が
大
き
く
影
響
す
る
。

↓
大
人
は
す
ば
ら
し
い
モ
デ
ル
に

な
る
べ
き
。

子
ど
も
は
、
大
人
の
言
っ
た
と

お
り
に
は
し
な
く
て
も
、
大
人
の

し
た
と
お
り
に
す
る
も
の
。

●
基
本
は
3
つ
の
「
か
ん
」
と
3
つ

の
「
か
け
」
で
あ
る
。

〈
キ
ョ
ウ
「
カ
ン
」
〉

・
共
感
･
･
･
共
に
感
じ
る

・
共
汗
･
･
･
共
に
汗
を
流
す

・
共
歓
･
･
･
共
に
歓
ぶ

・
声
を
「
か
け
」
る

・
目
を
「
か
け
」
る

・
気
に
「
か
け
」
る

●
子
ど
も
の
悪
い
と
こ
ろ
を
直
そ
う

と
す
る
よ
り
、
よ
い
と
こ
ろ
を
伸

ば
そ
う
と
す
る
方
が
よ
い
。

↓

ど
ん
な
子
に
も
必
ず
よ
い
と
こ

ろ
が
あ
る
。

そ
れ
を
見
つ
け
て
や
る
こ
と
が

大
切
。

●
愛
情
表
現
を
し
よ
う
。

「
好
き
」
と
い
う
言
葉
は
、
人
の

パ
ワ
ー
に
な
る
。「
私
の
宝
」、「
生

き
が
い
」
と
い
っ
た
言
葉
を
子
ど

も
に
か
け
よ
う
。

●
何
気
な
い
ひ
と
こ
と
で
、
気
付
か

な
い
う
ち
に
子
ど
も
の
心
を
傷
つ

け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
に

注
意
し
よ
う
。

●
結
果
が
す
ぐ
に
出
な
い
こ
と
に
あ

せ
ら
な
い
こ
と
が
大
切
。

「
結
果
よ
り
も
、過
程
を
ほ
め
よ
う
。」



協
議
会

そ
の
あ
と
行
わ
れ
た
協
議
会
で
は
、
会

長
で
あ
る
古
木
町
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、
意
見
交

換
へ
と
移
り
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た

が
、
大
き
く
分
け
る
と
次
の
二
つ
と
な
り

ま
す
。
意
見
の
概
略
を
紹
介
し
ま
す
。

・
子
ど
も
か
ら
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
る
と
う

れ
し
い
。
生
き
が
い
を
感
じ
る
。

あ
い
さ
つ
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
、
よ

り
明
る
い
町
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

・
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
き
、
大
人
が
受
身

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

子
ど
も
か
ら
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
か
ら
声
を
か
け

よ
う
。

・
あ
い
さ
つ
運
動
は
効
果
が
あ
る
。

あ
い
さ
つ
プ
ラ
ス
ひ
と
こ
と
、
で
き
れ

ば
「
笑
顔
」
で
、
を
心
が
け
た
い
。

・
ご
は
ん
つ
ぶ
を
残
さ
な
い
子
は
非
行
に

走
ら
な
い
と
い
う
。

残
し
て
い
な
い
か
目
を
か
け
て
い
る
大

人
の
存
在
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

「
食
べ
方
」
の
指
導
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・
「
あ
り
が
た
い
」
と
い
う
感
謝
の
気
持

ち
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
。
き
れ
い
に
食
べ
さ
せ
る
大
人
の

指
導
が
必
要
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
ふ
ま
え
て
、
協
議
会

で
は
、
具
体
的
な
行
動
目
標
と
し
て
次
の

二
点
を
定
め
、
各
団
体
の
所
属
者
に
周
知

す
る
と
共
に
、
実
践
に
移
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
紙
面
を
通
じ
て
す
べ
て

の
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
、
和
木

町
を
あ
げ
て
の
運
動
に
し
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
和
木
町
の
青
少
年
の
健
全
な
成
長

の
た
め
に
、
少
し
ず
つ
で
も
実
践
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

例
え
ば
、「
お
は
よ
う
、
元
気
？
」
や
、

「
こ
ん
に
ち
は
。
今
帰
り
？
」
と
い
っ
た

簡
単
な
ひ
と
こ
と
を
そ
え
る
だ
け
で
、
よ

り
よ
い
人
間
関
係
が
築
け
て
い
け
る
と
思

い
ま
す
。

少
し
照
れ
く
さ
く
て
も
、
大
人
か
ら
、

ひ
と
声
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

体
質
の
問
題
等
も
あ
り
、
何
も
か
も
を

す
べ
て
食
べ
な
さ
い
、
と
い
う
指
導
は
し

に
く
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
き
ち
ん
と
３
度
の
食
事
を
と

る
こ
と
は
、
基
本
的
生
活
習
慣
の
大
切
な

柱
で
あ
り
、
体
が
で
き
る
時
期
の
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
重
要
な
問
題
で
す
。

食
事
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
家

族
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
と
し
て
も
、
見
直

し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

そ
の
中
で
、
食
べ
ら
れ
る
こ
と
の
あ
り

が
た
さ
に
気
づ
け
る
よ
う
な
投
げ
か
け

を
、
大
人
の
ほ
う
か
ら
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。
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社会きょういくコーナー�

●青少年問題協議会特集�

社会教育広報通算323号� みん
なの

●
比
べ
て
は
ダ
メ
。（
兄
弟
と
も
、
よ

そ
の
子
と
も
）

比
べ
る
と
し
た
ら
、
そ
の
子
の

過
去
と
。

「
前
よ
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ね
。」

「
あ
の
頃
よ
り
が
ん
ば
っ
て
い
る
ね
。」

あ
い
さ
つ
の
輪
を
広
げ
よ
う

笑
顔
の
あ
い
さ
つ
に

ひ
と
声
そ
え
よ
う

き
ち
ん
と
食
べ
る

和
木
の
子
を
育
て
よ
う

き
れ
い
に
食
べ
る
指
導
を



あな
たの
読み
たい
本・
聴きた

いCDがきっと見つかります。お気軽にお越しください。図
書館
行事
案内＆新着CD・図書

�
新着ＣＤ：☆　印�
新着図書：『   　』�

11

＜CD＞
☆SENTIMENTALovers／平井堅
☆10周年記念ベストアルバム G10／ゴスペラーズ
☆死無愚流呼麗苦衝音＋3／氣志團
☆ザ・ヴォイス／平原綾香
☆LOVE JAM／大塚愛
☆Yaiko’s  selection/矢井田瞳
＜一般書＞
『巴御前』 鈴木輝一郎著
『鼠、起つ』 赤川次郎著
『日光例幣使道の殺人　はやぶさ新八御用旅』

平岩弓枝著　
『日暮らし上・下』 宮部みゆき著
『ゆらゆら橋から』 池永　陽著
＜児童書・絵本＞
『悲しい本』 マイケル・ローゼン作　クェンティン・ブレイク絵
『ふしぎの国のレイチェル』

エミリー・ロッダ作　杉田比呂美絵
『どこどこ　ここ・ここ』 五味太郎作・絵
『イクバルの闘い』

フランチェスコ・ダダモ作　丹地陽子絵
『天からのおくりもの』 ジャクリーン・ブリッグス・マーティン作

リンダ・Ｓ・ウィンガーター画

☆アイ・ビリーヴ/タタ・ヤン
☆SEVEN/綾戸智絵
☆ALL FOR ONE＆ONE FOR ALL！/

H．P．オールスターズ
☆ザ・アルティメイト・コレクション/鬼束ちひろ

『赤い長靴』 江國香織著　
『ミリオンズ』 フランク・コットレル・ボイス著
『幽閉』 アメリー・ノトン著
『じぶんでつくるクスリ箱』 南　恵子著
『大仏破壊　バーミヤン遺跡はなぜ破壊されたか』

高木　徹著

『アルフィとくらやみ』
サリー・マイルズ文　エロール・ル・カイン絵

『よぞらのほしは』 村上康成作・絵
『ズッコケ三人組の卒業式』

那須正幹作　前川かずお原画
『福祉の世界地図』 藤田千枝編　赤藤由美子著
『新聞わくわく活用事典』 鈴木伸男監修

今月の休館日 1～4日（年始）・10日（祝月）・17日（月）・24日（月）・31日（月）

図書館ホームページアドレス http://www.waki-toshokan.jp/

図書館からのお知らせ
絵本の読みきかせ
日　時 1月15日（土）15時～
場　所 図書館内絵本のコーナー
よみきかせボランティア「ぴのきお」

読書感想画コンクール作品募集
対象者　幼児（3歳以上）・小学生
応募条件　和木町立図書館から借りた本を読んでの感想画であること。

四つ切り画用紙に、クレヨン・水彩絵の具等で描いたもの。
応募期間　12月15日（水）～1月21日（金）まで
その他　優秀な作品には、賞を授与します。2月13日（日）の図書館

まつりで展示します。
主　催 教育委員会
応募・問合せ 和木町立図書館（ 54ー0222）

☆図書館内でＤＶＤが視聴できます。

ビデオと同様1人1日1枚に限り視聴できます。

どうぞご利用ください。

☆図書館の資料の検索・予約がＷＥＢ上でできる

ようになっています。

（ご自宅のパソコンからインターネットで館内の資料

の検索や予約ができます。）

☆資料の検索はどなたでもご利用いただけます。

アドレス　http://www.waki -toshokan.jp/

問合せ 和木町立図書館（ 54ー0222）
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平成18年度までの
C型肝炎緊急対策

節目年齢時に未受診の人は、
ご相談ください。

保
健
師
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

身体計測 血液検査
検尿 心電図 眼底検査

便潜血反応検査 胃部間接撮影検査

血液検査

血液検査

胸部間接撮影検査
喀痰検査

申込み方法
1月20日頃から申込書(世帯別)をお届けします。
○申込み窓口：保健相談センター

電話申込みの場合：５２－７２９０
○一部の健診を希望の場合も総合健診として申込んでください。
女性の場合、婦人科健診の申込みの有無も知らせてください。
○申込まれた方に受診票を作成しますので、締切り厳守でお願いします。
申込みのない方の当日受診はできません。

総合健診カレンダー
1月20日 申込み書配布開始
2月15日 申込み締切り
3月下旬 健診セット配布
4月15・25日 婦人科健診
4月18～23日 総合健診
5月30・31日 健診結果説明会

2月15日 締切り

前立腺がん検診
5０歳以上男性

肝炎ウイルス検診
40･45･50･55･60･65･70歳

肺がん検診
4０歳以上

子宮頸部細胞診 超音波検査

胸部間接撮影検査
これまでは１５歳以上が

対象でしたが、
結核予防法の改正で
６５歳以上に変更。

子宮がん検診
２０歳以上女性

乳がん検診
３０歳以上女性

婦人科
健　診

肺結核検診
65歳以上

基本健診
４０歳以上

大腸がん検診
４０歳以上

胃がん検診
４０歳以上

婦 人 科 健 診

総 合 健 診

月　日（曜）

4月15日（金）

4月25日（月）

4月18日（月）

4月23日（土）

受　付　時　間

09：00～10：50

13：00～14：50

09：00～10：50

07：30～10：20〜
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健康カレンダー （1月16日～2月15日）

食推さんのおすすめメニュー

保セ・・・保健相談センター

月 日（曜）

1月20日（木）

行　　　　事

両親教室

受付時間

09：30～13：00 保　　　セ

場　　所対　　　　　　　　象

妊婦とそのご家族の方

プレイルーム 10：00～15：00 保　　　セ乳幼児とその保護者の方

1月21日（金） 2歳児歯科健診 13：00～13：20 保　　　セ平成14年10月～平成15年1月生まれ

1月27日（木）
プレイルーム 10：00～15：00 保　　　セ乳幼児とその保護者の方

育児相談 13：30～14：30 保　　　セ乳幼児とその保護者の方

2月 3日（木） プレイルーム 10：00～15：00 保　　　セ乳幼児とその保護者の方

2月 7日（月） 健康相談 09：30～10：00 関ヶ浜分館一般の方

1月10日（木）
両親教室 09：30～11：30 保　　　セ妊婦とそのご家族の方

プレイルーム 10：00～15：00 保　　　セ乳幼児とその保護者の方

ごぼうのごまナムル
材料6人分
ごぼう・・・150g
板こんにゃく・・・・・・・・100g
にんじん・・・・・・・・・40g
塩・・・・少々
青ねぎ・・・・・・・・・1～2本

白みそ・・・・・・・・・大さじ2
砂糖・・・・・・・・・・・大さじ1
酢・・・・・・・・・・・・・大さじ1
コチュジャン・・・・・小さじ2
ごま油・・・・・・大さじ1/2
すりごま（白）・・・大さじ1

ごぼうの変わった食べ方です。調味料の割合がとてもよくて、おいしいので
ぜひ一度おためしください。 （食推５班　嘉屋　敦子）

♪子育ての輪づくり運動♪

音楽会のお知らせ

にんじん�

にんじん�

ごぼう�

ごぼう�

白みそ�

砂糖�

酢�

コチュジャン�

ごま油�

すりごま�

こんにゃく�

こんにゃく�

青ねぎ�

塩�

＠

作り方
①下準備
ごぼう・・・・・皮をこそぎ、拍子切り

に切る。
水につけておく。

にんじん・・・皮の除き、拍子切りに
切っておく。

こんにゃく・・・厚さを半分に切り、
拍子切りに切る。
塩を少々ふり、
塩もみをする。

青ねぎ・・・小口切りに切っておく。

②茹でる
ごぼうとにんじん、こんにゃくを水から茹でて
おく。ざるに取る。

③和える
＠の調味料は混ぜ合わせておく。②を熱い
うちに和える。器に盛り、ねぎをのせる。

ふるさと和木のなつかしい味
食生活改善推進協議会は、今年で30周

年を迎えました。それを記念して「ふる
さと和木のなつかしい味」と題した小冊
子を作りました。
「ちょっと見てみたいな」と思われる方
は、保健相談センターにおいてあります
のでどうぞご自由にお持ちください。

お家遊びが多くなる冬。ちょっと保健

相談センターまで出掛けて来ませんか？

一緒に楽しい時間を過ごしましょう！ご

参加お待ちしています！

と　き 2月8日（火）10時15分～ 受付

10時30分～11時30分　音楽会

ところ 保健相談センター

内　容 音楽と遊ぼう

岡崎 由恵先生・田仲 直美先生

申込み 2月1日（火）までに保健相談セン

ターへお申込みください。

注　意 駐車スペースに限りがあります

ので、お近くの方はなるべく徒歩

等でお越しください。

主　催 母子保健推進協議会

問合せ 保健相談センター（ 52ー7290）
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日
　
時
▼
2
月
1
日
　
　
13
時
〜
16
時

場
　
所
▼
文
化
会
館
1
階
講
習
室

担
当
者
▼
地
元
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭

の
貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
厳
守

し
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
0
4
）

県
内
の
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金

相
談
の
時
間
延
長
と
休
日
の
年
金
相
談
を

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
社
会
保
険
事
務

所
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
相
談

も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

■
時
間
延
長
日
　
17
時
ま
で

1
月
4
日

、
11
日

、
17
日

、
24
日

2
月
7
日
　
、
14
日
　
、
21
日
　

3
月
7
日

、
14
日

、
22
日
　
、
28
日

■
休
日
相
談
日
　
9
時
30
分
〜
16
時
ま
で

1
月
22
日

2
月
19
日
　
、
20
日

3
月
12
日
　
、
13
日

問
合
せ
▼
岩
国
社
会
保
険
事
務
所

（

24
ー

2
2
2
2
）

と
　
き
▼
11
月
27
日

と
こ
ろ
▼
周
東
町
ほ
か

結
　
果
▼
A
グ
ル
ー
プ
　

優
　
勝
　
ス
ポ
少
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
A

B
グ
ル
ー
プ
　

準
優
勝
　
ス
ポ
少
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
B

と
　
き
▼
11
月
23
日

と
こ
ろ
▼
下
松
市

結
　
果
▼
3
年
の
部
　

準
優
勝
　
ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部

と
　
き
▼
11
月
24
日

と
こ
ろ
▼
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

同
日
は
、
和
木
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

大
会
が
併
せ
て
実
施
さ
れ
、
65
名
が
参
加
、

集
ま
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
は
、
和
木
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

和
木
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
大
会

①
O
U
T
②
I
N

③
G
R

④
H
C

⑤
N
E
T

優
　
勝
　
竹
本
　
講
治

①
40

②
36

③
76

④
9

⑤
67

準
優
勝
　
黒
上
　
好
弘

①
44

②
43

③
87

④
18

⑤
69

第
3
位
　
小
倉
　
常
雄

①
41

②
41

③
82

④
12

⑤
70

和
木
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

①
O
U
T
②
I
N

③
G
R

④
H
C

⑤
N
E
T

優
　
勝
　
吉
永
　
孝
敏

①
48

②
57

③
95

④
25.2
⑤
69.8

準
優
勝
　
村
重
　
数
美

①
54

②
46

③
100

④
30

⑤
70.0

第
3
位
　
森
脇
　
義
毅

①
52

②
44

③
96

④
24

⑤
72.0

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
・
ス
ポ
ー
ツ

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る

「
行
政
相
談
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
1
月
21
日
　
　
10
時
〜
12
時

場
　
所
▼
町
民
相
談
室（

52
ー

1
6
1
6
）

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（

52
ー

8
6
4
4
）

●
心
の
健
康
・
痴
呆
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
〜
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場
　
所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（

29
ー

1
5
2
5
）

行

政

相

談

精

神

保

健

相

談

年
金
相
談
の
時
間
延

長
と
休
日
の
相
談
が

は
じ
ま
り
ま
す

心

配

ご

と

相

談

各
　
種
　
相
　
談

（ ）金

（ ）火

（ ）火（ ）土（ ）土（ ）土

（ ）日（ ）日 （ ）火

（ ）火 （ ）月

（ ）月（ ）月

（ ）月

（ ）月

（ ）月

（ ）月

（ ）月

第
36
回
岩
柳
地
区
大
会

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
3
回
花
岡
Ｍ
Ｕ
Ｄ
Ｄ
Ｙ
ー

Ｆ
Ｏ
Ｘ
サ
ッ
カ
ー
大
会

第
40
回
和
木
町
体
育
協
会
　

ゴ
ル
フ
大
会

無
料
人
権
相
談
所
開
設



広
報
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す

受
付
期
間
▼
1
月
17
日
　
〜
2
月
10
日
　

受
付
場
所
▼
新
規
入
所
の
方
は
、
保
健
福

祉
課
。
継
続
の
方
は
、
保
育
所
で
も
受
付

を
し
ま
す
。

申
込
方
法
▼
申
込
書
（
保
健
福
祉
課
や
保

育
所
に
て
配
布
）
に
、
保
護
者
の
就
労
証

明
書
と
前
年
分
の
源
泉
徴
収
書
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

入
所
資
格
▼
児
童
の
保
護
者
、
同
居
の
親

族
及
び
そ
の
他
の
方
が
保
育
で
き
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
。

入
所
決
定
▼
3
月
上
旬
（
予
定
）

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
福
祉
係

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
1
0
）

県
で
は
、
消
費
生
活
に
役
立
つ
知
識
や

情
報
の
普
及
な
ど
を
消
費
者
の
立
場
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
く
「
く
ら
し
の
相
談
員
」

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
▼
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方

任
　
期
▼
4
月
1
日
〜
平
成
18
年
3
月
31
日

募
集
人
数
▼
1
名
（
県
内
53
名
）

仕
事
内
容

●
消
費
者
か
ら
の
苦
情
を
受
け
付
け
、
そ
の

状
況
を
役
場
へ
報
告
す
る
こ
と
（
※
苦
情

処
理
を
自
ら
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
日
常
生
活
に
お
け
る
消
費
者
と
し
て
の

意
見
や
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

●
県
が
実
施
す
る
消
費
生
活
に
関
す
る
各

種
調
査
へ
協
力
す
る
こ
と

●
県
や
市
町
村
が
実
施
す
る
研
修
会
等
に

積
極
的
に
出
席
す
る
こ
と

謝
礼
等
▼
年
額
1
8
、0
0
0
円
以
内
そ

の
他
交
通
費
、
切
手
代
は
県
が
負
担

応
募
方
法
▼
「
く
ら
し
の
相
談
員
応
募
申

込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
企

画
総
務
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間
▼
1
月
6
日
　
〜
2
月
4
日

問
合
せ
▼
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
課

（

0
8
3
ー

9
3
3
ー

2
6
0
8
）

勤
務
内
容
▼
乳
幼
児
の
保
育

勤
務
時
間
▼
8
時
30
分
〜
17
時

賃
　
金
▼
日
額
6
、
6
0
0
円

資
　
格
▼
保
育
士
（
保
母
）
資
格
を
有
す

る
健
康
な
方
（
性
別
不
問
）

応
募
方
法
▼
1
月
31
日
　
ま
で
に
、
履
歴

書
、
保
育
士
（
保
母
）資
格
証
明
書
の
写
し

を
保
健
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
1
0
）

農
林
水
産
省
で
は
、
2
月
1
日
現
在
で
、

「
2
0
0
5
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
農

林
業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

1
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林
業
関
係

者
の
方
々
を
訪
問
し
て
、
調
査
票
に
農
林

業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
つ

い
て
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
わ
き
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
ご
希

望
の
方
に
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
広
報
係

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）

社
会
人
や
学
生
で
あ
っ
て
も
、
自
衛
官

と
し
て
社
会
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
。

応
募
資
格
▼
一
般：

18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
方
　
技
能：

18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技

能
に
応
じ
53
〜
55
歳
未
満
の
方

試
験
日
▼
4
月
16
日
　
〜
18
日
　
い
ず
れ

か
1
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

制
度
の
説
明
▼
5
日
間
ず
つ
教
育
訓
練
を

段
階
的
に
、
一
般
に
つ
い
て
は
3
年
以
内

に
50
日
間
、
技
能
に
つ
い
て
は
2
年
以
内

に
10
日
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
訓
練
参
加
に
対
し
、
日
額
7
、9
0

0
円
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。（
こ
の
間

の
衣
・
食
・
住
は
、
無
料
貸
与
・
支
給
・

保
証
さ
れ
ま
す
。）
教
育
訓
練
修
了
者
は
、

予
備
自
衛
官
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
連
絡
部
岩
国

募
集
事
務
所
（

23
ー

1
5
8
0
）

該
当
者
▼
平
成
13
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

14
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

《
入
園
説
明
会
》

日
　
時
▼
2
月
4
日
　
　
9
時
30
分
〜

場
　
所
▼
幼
稚
園
遊
戯
室

必
要
な
も
の
▼
入
園
願
書
記
入
の
た
め
、

筆
記
用
具
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
説
明
会
で
、
入
園
の
心
得
、
入
園

手
続
き
、
健
康
診
断
の
日
程
等
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
幼
稚
園
（

52
ー

2
7
0
7
）

予
備
自
衛
官
補
募
集

（ ）月

（ ）金 （ ）土

（ ）木

（ ）木（ ）月

（ ）金

い
っ
た
ん
始
ま
っ
た
住
宅
金
融
公
庫
の

ロ
ー
ン
返
済
・
・
・
。「
今
の
返
済
方
法

を
ず
っ
と
続
け
な
い
と
い
け
な
い
の
？
」

不
景
気
で
収
入
が
減
り
ロ
ー
ン
の
返
済

額
を
抑
え
た
い
、
ボ
ー
ナ
ス
払
い
の
負
担

を
軽
く
し
た
い
な
ど
現
在
の
返
済
方
法
で

お
悩
み
の
方
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
公
庫
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
返
済
方
法
の

変
更
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。（
休
日

相
談
（
第
1
・
3
日
曜
日
（

0
8
2
ー

2
2
1
ー

8
7
1
6
））
実
施
中
！
詳
し
く

は
住
宅
金
融
公
庫
中
国
支
店
ま
で
。

問
合
せ
▼
住
宅
金
融
公
庫
中
国
支
店

（

0
8
2
ー

2
2
1
ー

8
7
0
9
）

採
用
種
目
▼
2
等
陸
・
海
・
空
士

応
募
資
格
▼
18
歳
〜
26
歳
の
男
子

受
付
期
間
▼
1
月
7
日
　
〜
28
日
　

試
験
日
▼
2
月
3
日

入
隊
予
定
▼
3
月
下
旬
〜
4
月
上
旬

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
連
絡
部
岩
国

募
集
事
務
所
（

23
ー

1
5
8
0
）

（ ）金
（ ）木

（ ）金

公
庫
住
宅
ロ
ー
ン
返
済

相
談
は
お
気
軽
に
　

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

和
木
幼
稚
園
新
入
園
児
募
集

保
育
所
入
所
児
募
集

平
成
17
年
度

「
く
ら
し
の
相
談
員
」
募
集

臨
時
保
育
士
募
集

（ ）月

２
０
０
５
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て

16
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●

事
業
所
得
（
商
業
、
工
業
、
農
業
、
医

業
、
漁
業
な
ど
か
ら
生
じ
る
所
得
）
や

不
動
産
所
得
（
地
代
、
家
賃
）
等
が
あ

る
方
で
、
1
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計

額
が
、
所
得
控
除
合
計
額
を
超
え
る
方

●

土
地
、
建
物
な
ど
を
譲
渡
し
た
方

●

給
与
収
入
が
年
間
2
、0
0
0
万
円
を

超
え
る
方
、
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万

円
を
超
え
る
方
な
ど

●

マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
取

得
し
た
場
合

●

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

●

災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

●

年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い

な
い
場
合
な
ど

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署（

22
ー

0
1
1
1
）、

税
務
課
（

52
ー

2
1
3
5
内
線

2
0
2
、
2
0
3
）

町
県
民
税
は
、
平
成
16
年
1
月
1
日
か

ら
平
成
16
年
12
月
31
日
ま
で
に
生
じ
た
所

得
を
申
告
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
所
得
を

基
礎
と
し
て
算
出
し
ま
す
。

●
町
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
方
へ
…

町
営
住
宅
の
家
賃
を
正
し
く
算
出
す
る

基
礎
と
な
り
ま
す
の
で
、
収
入
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
収
入
を
必
ず
申

所得税の確定申告が、
2月16日（水）から
はじまります。

申告の期限は3月15日（火）です。

告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
へ
…
　

保
険
料
を
正
し
く
算
出
す
る
基
礎
と
な

り
ま
す
の
で
、
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
収
入
を
必
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
世
帯
全
員
の
申
告
が
な
い
と
保

険
料
の
軽
減
が
さ
れ
な
い
場
合
や
、
上
位

所
得
者
と
し
て
ラ
ン
ク
さ
れ
、
医
療
機
関

で
の
一
部
負
担
金
が
増
加
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
、
町
内
に
居

住
し
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

・
地
代
、
家
賃
、
配
当
、
個
人
年
金
、
生

命
保
険
満
期
金
な
ど
を
受
け
取
っ
た
方

・
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支

払
報
告
書
の
提
出
が
さ
れ
な
か
っ
た
方

・
前
年
中
に
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な

い
方

・
給
与
以
外
に
所
得
の
あ
っ
た
方
、
ま
た

は
2
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
た
方

・
収
入
が
、
給
与
、
ま
た
は
公
的
年
金
の
み

の
方
で
、
医
療
費
控
除
、
雑
損
控
除
、
寄

付
金
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

・
そ
の
他
、
所
得
の
あ
っ
た
方
で
、
所
得

税
の
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

・
前
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
方

・
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
方

・
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
勤
務
先
か
ら

税
務
課
へ
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が

あ
っ
た
方

・
年
金
支
払
者
か
ら
税
務
課
へ
公
的
年
金

等
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
方

申
告
期
限
は
3
月
15
日

で
す
。

1
月
中
旬
頃
に
申
告
書
を
お
配
り
い
た

し
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
必
ず
税

務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
税
務
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
0
3
）

年
金
受
給
者
の
方
々
を
対
象
と
し
た

平
成
16
年
分
の
確
定
申
告
説
明
会
を
行

い
ま
す
。
申
告
に
必
要
な
書
類
等
を
ご

持
参
の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
2
月
1
日
　
〜
4
日
　

①
9
時
30
分
〜

②
14
時
〜

※
1
日
2
回
開
催
し
ま
す
。

場
　
所
▼
岩
国
福
祉
会
館

（
2
階
小
ホ
ー
ル
）

対
象
者
▼
年
金
受
給
者
の
方
で
、
事
業

所
得
・
農
業
所
得
・
不
動
産
所
得
・

譲
渡
所
得
等
の
な
い
方

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署
個
人
課
税
部
門

（

22
ー

0
9
7
6
）

窓口または郵便で。
自分で書いて、お早めに。

最終日は大変混雑することが予想されます。
お早めにご提出ください。

確
定
申
告
が
必
要
な
方

申
告
を
す
る
と
税
金
が
戻
る
方

町
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

住
民
税
の
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

申
告
が
不
要
な
方

年
金
所
得
者
の

確
定
申
告
説
明
会

（ ）金

（ ）火
（ ）火
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12月号「つくし会25周年記念式
典」の記事に誤りがありました。
功労者名
宮本幸子さん→上田キヨコさん
訂正してお詫びします。

お詫びと訂正

山口県司法書士会では、2月1日
から2月28日の1ヶ月間を『登記は
おすみですか月間』とし、各司法
書士事務所で、相続登記に関する
相談を無料で実施することにして
おります。相続登記を何代にもわ
たって放置しておくと権利関係が
複雑になり、さまざまなトラブル
が発生します。未然に防止するよ
うに、一人でも多くの方の相談を
無料で受けつけますのでお気軽に
ご相談ください。
相談受付予約

月曜日～金曜日
10時～12時、13時～16時

（ 083ー924ー5220）
問合せ 山口県司法書士会

（ 083ー924ー5220）

相続登記は
おすみですか
月間について 道路拡幅工事を行うため、1月か

ら3月末まで下記区間の通り抜けが
できなくなります。
ご迷惑をおかけしますが、ご協

力をお願いいたします。
工事期間 1月5日から3月末日まで
工事場所 和木町和木1丁目

4番地先
問合せ 都市建設課

（ 52ー2135内線415）

道路工事の
お知らせ

～農業を体験してみませんか～

町では、農作業による生産の喜
びを多くの皆さんに体験していた
だき、自然とのふれあいを実感し
ていただけるように、ミニ農園の
入園者を募集いたします。（電話で
は受け付けておりません。）
対象者 町内在住の方
決定方法 希望者多数の場合は、

抽選により決定します。
場　所 和木1丁目8街区12㎡
使用料 2,000円／年
募集区画 5区画
入園期間 4月1日～平成18年3月31日
申込期間 1月11日（火）～

1月21日（金）
（土日を除く17時15分までに）

問合せ 住民サービス課
（ 52ー2135内線205）

ミニ農園入園者
募集

「国民年金特例法により、国民年
金の過払い分を返金しないと年金
の支給を停止する。」や、「国民年
金特例法により、国民年金を納め
ないと国民健康保険証の交付がさ
れません。」という内容の不審なハ
ガキが、多数の都道府県で届いて
います。ハガキは「社会保険庁特
殊法人　日本国民年金協会」を名
乗っていますが、社会保険庁や社
会保険事務所とは無関係の団体で
す。ハガキを受け取っても連絡し
ないでください。
なお、本来の社団法人日本国民

年金協会は、年度制度普及のため
の広報等を行っており、このよう
な文書を送付することはありませ
ん。
問合せ 岩国社会保険事務所

（ 24ー2222）

不審なハガキに
ご注意を！！

12月7日に説明会を開催した岩国
都市計画臨港地区について確定し
た案を次のとおり縦覧します。
縦覧期間 1月11日（火）～1月25日（火）

（8時30分～17時　ただし、
土曜日、日曜日、祝日を
除く。）

閲覧場所 都市建設課、山口県土
木建築部都市計画課　　

どなたでも縦覧できます。また、
縦覧期間中に限り、県知事宛に意
見書を提出することができます。
問合せ 都市建設課

（ 52ー2135内線411）
山口県都市計画課

（ 083ー933ー3725）

岩国都市計画臨港
地区の変更の案の
縦覧について
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山
口
県
労
働
局
雇
用
均

等
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
で
も
条
件
を

満
た
せ
ば
育
児
休
業
が
取
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
！

4
月
1
日
か
ら
育
児
・
介
護
休
業
法
が

改
正
さ
れ
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
な
ど

に
多
い
「
期
間
雇
用
者
」
で
あ
っ
て
も
、
一

定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
育
児
休
業

や
介
護
休
業
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
の
急
な
病
気
や
け
が
の
際
に

利
用
で
き
る「
子
の
看
護
休
暇
」
が
年
間
5
日

を
限
度
に
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
改
正
内
容
は
他
に
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
県
労
働
局
雇
用
均
等
室

（

0
8
3
ー

9
9
5
ー

0
3
9
0
）

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
つ
い
て

1
月
1
日
か
ら
自
動
車
所
有
者
に
は
、

①
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
う
こ
と
、

②
廃
車
の
際
は
県
知
事
に
登
録
さ
れ
た

引
取
業
者
に
引
き
渡
す
こ
と
、
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
ダ
ス
ト
（
廃
車
の
破
砕
後
に
残
る
ゴ

ミ
）、
エ
ア
バ
ッ
ク
類
、
フ
ロ
ン
類
の
リ
サ
イ

ク
ル
や
適
正
処
理
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

問
合
せ
▼
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

（

0
3
ー

5
6
7
3
ー

7
3
9
6
）

県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

（

0
8
3
ー

9
3
3
ー

2
9
8
8
）

岩
国
環
境
保
健
所
（

29
ー

1
5
2
8
）

（
12
月
18
日
句
会
）

友
の
顔
想
ひ
う
か
べ
て
賀
状
書
く

陣
場
　
直
雄

日
だ
ま
り
に
鶏
の
か
た
ま
る
年
の
暮

陣
場
　
孝
子

泥
ん
こ
を
踏
み
く
る
牛
や
野
水
仙

浜
田
千
代
美

一
輪
の
水
仙
匂
ふ
厠
か
な

浦
　
　
盈
子

廃
校
を
包
む
夕
日
や
帰
り
花

超
智
　
幸
子

大
根
干
す
紙
漉
村
の
空
青
し

小
川
　
誉
子

山
茶
花
を
散
ら
し
て
遊
ぶ
矮
鶏
親
子

下
村
美
恵
子

風
邪
を
ひ
き
豆
煮
て
い
と
日
暮
れ
に
け
り

灰
岡
美
穂
子

枇
杷
咲
く
や
白
壁
つ
づ
く
武
家
屋
敷

平
岡
　
菊
江

湯
上
り
に
着
る
亡
き
母
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ山

重
　
杵
子

大
水
車
音
軋
ま
せ
て
山
眠
る

与
三
本
愛
子

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入
居
申
込
み
を

停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課（

52
ー

2
1
3
5
内
線
4
1
2
）

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

【
相
　
談
】
突
然
、
大
学
の
同
級
生

か
ら
電
話
が
あ
り
、
会
っ
て
み
る
と

垢
抜
け
し
た
彼
女
が
使
っ
て
い
る
化

粧
品
と
更
に
化
粧
品
と
併
用
す
る
と

効
果
の
あ
る
と
い
う
健
康
食
品
の
購

入
を
勧
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
何
人
か

に
売
ら
れ
る
こ
と
で
高
額
な
バ
ッ
ク

マ
ー
ジ
ン
が
入
り
、
月
収
数
十
万
円

も
夢
で
は
な
い
と
い
う
説
明
に
心
が

動
き
、
会
員
契
約
を
し
た
。
冷
静
に

考
え
る
と
自
分
に
は
勧
誘
・
販
売
と

い
っ
た
こ
と
は
出
来
そ
う
に
も
な
い

の
で
解
約
し
た
い
。

【
処
　
理
】
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期

間
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て

助
言
し
、
通
知
書
の
書
き
方
・
送
付

方
法
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

会
員
な
ど
に
、
新
し
い
人
を
勧
誘

す
れ
ば
利
益
が
得
ら
れ
る
と
誘
い
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
な
ど
の
負

担
を
さ
せ
る
販
売
方
法
を
「
連
鎖
販

売
取
引
」（
マ
ル
チ
商
法
）
と
い
い
、

若
い
人
が
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
ケ
ー
ス

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

中
に
は
、
商
品
販
売
実
績
を
あ
げ

た
成
功
者
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
誘
わ

れ
、
バ
ッ
ク
マ
ー
ジ
ン
の
シ
ス
テ
ム

に
心
が
動
き
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
つ
も

り
で
頑
張
ろ
う
と
大
量
の
化
粧
品
や

健
康
食
品
の
契
約
を
行
っ
た
が
、
そ

う
簡
単
に
は
売
れ
ず
、
そ
の
結
果
、

商
品
と
借
金
が
残
っ
て
い
る
が
ど
う

に
か
な
ら
な
い
か
と
い
う
相
談
も
あ

り
ま
す
。

連
鎖
販
売
取
引
に
お
け
る
契
約
は

「
特
定
商
取
引
法
」
で
、
事
業
の
概

要
を
記
載
し
た
書
面
や
契
約
書
面
の

交
付
を
義
務
づ
け
て
お
り
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
期
間
は
契
約
書
面
を
受

領
し
て
20
日
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

連
鎖
販
売
取
引
は
、
金
銭
の
問
題

の
他
に
、
商
売
に
不
慣
れ
な
消
費
者

が
販
売
に
参
加
す
る
こ
と
で
事
業
者

と
な
り
、
被
害
者
が
加
害
者
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
会
員

を
増
や
す
こ
と
で
得
る
報
償
金
を
目

当
て
に
、
不
適
切
な
勧
誘
を
す
る
こ

と
に
な
り
友
人
、
親
戚
な
ど
親
し
い

人
間
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
も
う
け
話
が
簡
単
で
は
な

い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
契
約
は
慎
重
に

し
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
　
（

52
ー

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎
　
（

52
ー

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

0
8
3
ー

9
2
4
ー

2
4
2
1
）

消費者生活相談�
だよりVol.4

友人の勧めで健康食品を
購入し、バックマージン
が入る会員契約もした
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汚
染
さ
る
地
上
に
咲
き
し
山
茶
花
の
白
の
瑞
し
さ

清
し
み
魅
入
る

嘉
屋
　
笑
子

暖
か
き
陽
ざ
し
満
ち
た
る
庭
の
朝
柊
の
花
は
つ
か
に

白
し

近
藤
巳
津
子

紅
葉
狩
り
老
し
友
ら
と
三
倉
山
あ
か
あ
か
と
燃
ゆ

わ
が
命
か
も

田
渕
ハ
ネ
子

台
風
で
な
ぎ
倒
さ
れ
し
コ
ス
モ
ス
が
地
を
這
う
ご
と
く

並
び
咲
き
い
る

広
宇
次
信
子

背
を
丸
め
勤
め
帰
り
の
交
差
点
ふ
ら
つ
く
足
を

踏
み
し
め
渡
る

正
中
ツ
ヤ
子

紺
碧
に
凪
ぎ
し
海
面
に
映
ろ
ひ
て
ゆ
ら
ぐ
が
如
き

朱
の
大
鳥
居

三
村
　
浄
コ

山
な
み
の
霧
う
す
れ
ゆ
く
峡
ゆ
け
ば
紅
葉
に
染
ま
る

粧
い
の
季

森
本
　
初
子

バ
ラ
の
木
に
新
芽
め
ば
え
て
古
き
枝
な
れ
ぬ
手
つ
き
で

わ
れ
剪
定
す

箭
野
　
賀
代

生
き
た
エ
ビ
い
か
に
成
仏
さ
せ
よ
う
か
手
合
わ
せ
な
が
ら

空
揚
げ
塩
ゆ
で

横
川
美
代
子

柳
の
木
川
面
に
揺
れ
る
「
美
観
地
区
」
着
物
姿
が
街
に

と
け
こ
む

大
野
　
千
尋

朝
顔
は
命
の
限
り
咲
き
つ
き
ぬ
霜
月
あ
さ
の
紫
わ
び
し

神
園
　
静
美

山
峡
の
刈
り
田
の
中
に
た
わ
む
れ
る
八
代
の
鶴
に

夫
と
会
い
来
し

藤
上
　
紀
子

ら
く
・
ら
く
パ
ソ
コ
ン

教
室
受
講
者
募
集

1．

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
級
コ
ー
ス

は
じ
め
て
の
方
大
歓
迎
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
基
礎
か
ら
メ
ー
ル
が
使
え
る

ま
で
学
習
し
ま
す
。

期
　
間
▼
1
月
31
日
　
〜
2
月
21
日

4
回
毎
月
曜
　
10
時
〜
12
時

受
講
料
▼
テ
キ
ス
ト
代
　
1
、
0
5
0
円

2．
画
像
処
理
（
デ
ジ
カ
メ
）
初
級
コ
ー
ス

マ
ウ
ス
が
使
え
れ
ば
大
丈
夫
、
同
じ
カ

メ
ラ
で
楽
し
く
教
え
合
い
な
が
ら
デ
ジ
カ

メ
の
操
作
か
ら
ア
ル
バ
ム
作
り
ま
で
学
習

し
ま
す
。

期
　
間
▼
2
月
28
日
　
〜
3
月
28
日
　

4
回
（
21
日
は
休
み
）
毎
月
曜
日

10
時
〜
12
時

受
講
料
▼
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か

1
、8
0
0
円

場
　
所
▼
文
化
会
館
　
視
聴
覚
室（
2
階
）

定
　
員
▼
各
10
名

（
続
け
て
受
講
も
大
丈
夫
で
す
）

〝
無
理
な
く
、
楽
し
く
、
心
地
よ
く
〞

冬
場
の
運
動
不
足
の
解
消
と
正
し
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
学
習
し
ま
せ
ん
か
。

期
　
間
▼
2
月
1
日
　
〜
3
月
22
日
　

8
回
毎
火
曜
日
　
10
時
〜
12
時

場
　
所
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階

講
　
師
▼
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
河
角
淑
子

定
　
員
▼
10
名
程
度

受
講
料
▼
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
▼
両
講
座
と
も
、
1

月
25
日
　
ま
で
に
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（

52
ー

2
1
9
1
）

「プラスチックの日」
に集めたものは、岩国市リサイクルプ
ラザに持ち込み、異物を取除いて梱包
したあと、再生する会社が引き取り、
擬木や工場で使うパレット等になり

ます。
異物（容器に中身が残っている、金

属、ライターなど）は、取除かないと
再生品製造工程に大きな支障をきたし
ます。
みなさんのゴミだしの時点で、容器

（マヨネーズ、歯磨き、弁当等の容器
など）の中身は出し切って、すすいで
水を切って出すよう、ご協力をお願い
します。

問合せ 住民サービス課
（ 52ー2135内線205）

（ ）月（ ）月（ ）火

（ ）火

（ ）火 （ ）月 （ ）月

その70

中身は出し切って、
すすいで水を
切ってください。 母子家庭及び寡婦家庭、または、両親のいない家庭の児童に

対し、母子・寡婦福祉資金貸付制度があります。進学（入学）
未決定であっても申請を受け付けますので、希望される方は保
健福祉課福祉係へお越しください。

母子・寡婦福祉資金の貸付

資金種類
就職支度金（無利子）

就学支度金
＜入学＞
（無利子）

修学資金
＜月額＞
（無利子）

中学・高校卒業者
小学校
中学校

高等学校
専門学校（高等課程）

高等専門学校

短期大学
専修学校（専門課程）

大学

専修学校（一般課程）

貸付限度額（平成16年4月1日現在）
100,000円
39,500円
46,100円

△ 85,000円
△ 360,000円
△ 380,000円
△ 520,000円
△ 23,000円
△ 35,000円
△ 22,500円
△ 35,000円
△ 50,000円
△ 59,000円
△ 50,000円
△ 63,000円
29,000円

○ 75,000円
○ 350,000円
○ 370,000円
○ 510,000円
○ 18,000円
○ 30,000円
○ 21,000円
○ 32,000円
○ 44,000円
○ 52,000円
○ 44,000円
○ 53,000円

国公立
私　立
国公立
私　立
国公立
私　立
国公立
私　立
国公立
私　立
国公立
私　立

※○は自宅通学、△は自宅外通学

●申請書の提出期限　　2月14日（月）

高等学校
高等専門学校
専修学校（高等課程）
短期大学
専修学校（高等課程）
大学

エ
ア
ロ
ビ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
受
講
者
募
集

..
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7
11

33
63

117
142

191
181

249
290

215
173

196
276

208
208
203
206
191
185

1
11
35

67
133
158

194
192

237
216
231
223

178
208

242
201

187
180
172
169
169

和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
平成16年12月1日現在

総人口　 6,749人
（ー9）

世帯数　 2,630世帯
（ー3）

和木町の面積　10.56km2

4 3 2 1 0 0 1 2 3（百人）

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

99
94
89
84
79
74
69
64
59
54
49
44
39
34
29
24
19
14
9
4

95
90
85
80
75
70
65
60
55
50
45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

女　3,404人
（+2）

3,345人　男
（ー11）

100以上

寄
付
・
寄
贈

次
の
方
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

藤
山
　
こ
ず
え
さ
ん

（
和
木
４
丁
目
）

鳥
越
　
和
彦
さ
ん（

和
木
４
丁
目
）

●
見
舞
い
返
し

児
玉
　
千
春
さ
ん
　

（
和
木
１
丁
目
）

●
一
般
寄
付

松
並
　
武
子
さ
ん
　

（
和
木
２
丁
目
）

廣
澤
　
弘
子
さ
ん
　

（
和
木
２
丁
目
）

わ
き
あ
い
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
様

つ
く
し
会
様

町・県民税 ３期分
国民健康保険 ７期分
介護保険料 ７期分
上下水道使用料 11・12月分
町営住宅使用料 １月分
納期内に納めましょう！

今 月 の 納 税

プルタブ集めにご協力ください！

私
た
ち
、
6
年
生
は
、「
総
合

的
な
学
習
」
の
授
業
の
中
で
、

福
祉
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
こ
で
、〝
プ
ル
タ
ブ
班
〞

を
つ
く
り
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
1
学
期
か
ら
集
め
て

い
る
プ
ル
タ
ブ
を
卒
業
ま
で
に
、

8
0
0
㎏
集
め
よ
う
と
、
み
ん
な

で
目
標
を
た
て
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
校
内
や
町
内
の
方
に
呼
び

か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、

み
な
さ
ん
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

和
木
小
学
校
（
濱
崎
次
朗
校

長
4
1
6
名
）
の
6
年
生
（
81

名
）
が
、
自
然
体
験
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
自
主
的
に

取
り
組
む
授
業
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
で
、
福
祉
に
関
連

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
班
を
つ
く
り

活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
授
業
の
中
で
、
車
椅
子

の
体
験
を
し
た
児
童
7
名
が
、

歩
行
障
害
で
困
っ
て
い
る
方
に

車
椅
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
「
プ
ル
タ

ブ
班
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
こ

の
プ
ル
タ
ブ
班
の
目
標
は
、
卒

業
す
る
ま
で
に
、
車
椅
子
と
交

換
で
き
る
プ
ル
タ
ブ
の
量
8
0

0
㎏
を
集
め
る
こ
と
。
11
月
末

ま
で
に
、
学
校
内
に
呼
び
か
け

て
1
2
0
㎏
集
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
目
標
の
量
を
確
保

す
る
に
は
、
校
内
児
童
の
協
力

だ
け
で
は
難
し
い
と
感
じ
、
こ

れ
ま
で
の
回
収
方
法
と
あ
わ
せ
、

空
き
缶
箱
な
ど
か
ら
プ
ル
タ
ブ

を
回
収
す
る
と
と
も
に
、
町
民

の
皆
さ
ま
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
回
収
箱
の
設
置
場
所

を
校
内
の
玄
関
口
に
加
え
、
役

場
1
階
ロ
ビ
ー
、
文
化
会
館
に

も
設
置
し
、
協
力
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

3
月
の
卒
業
式
で
プ
ル
タ
ブ

と
交
換
し
た
車
椅
子
を
披
露
し
、

困
っ
た
方
へ
寄
贈
し
た
い
と
い

う
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

崎�辞

私
た
ち
、
6
年
生
は
、「
総
合

的
な
学
習
」
の
授
業
の
中
で
、

福
祉
に
つ
い
て
取
り
組
み
、〝
プ
ル

タ
ブ
班
〞
を
つ
く
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
1
学
期

か
ら
集
め
て
い
る
プ
ル
タ
ブ
を

卒
業
ま
で
に
、
8
0
0
㎏
集
め
よ

う
と
、
み
ん
な
で
目
標
を
た
て

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
校
内
や
町

内
の
方
に
呼
び
か
け
る
こ
と
に

し
ま
し
た
の
で
、
み
な
さ
ん
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

〈 子どもたちからのメッセージ 〉

プルタブ回収の協力を求める小学生ら
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